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平成３１年１月号 

 

一般社団法人高知県木材協会 

 

 

 

 

 木工作業の現場で普段はゴミとして捨てられるカナバ(かんな屑)も工夫次第で素敵な花に生まれ替

ります。東京在住の辻 ゆか 氏(高知県出身)が手掛ける胸章コサージュは高知県産の木材を材料とし

て製作されています。1 月末に東京ビッグサイトで開催される Wood コレクション(モクコレ)2019 の

開会式では東京都の小池知事や来賓の方々に附けていただくことが決定しました。                     

カナバ提供：宮地木工(高知市) 
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平成 30 年度の木材利用推進「全国会議」が東京木材会館で開催されました。 

その会議で今年度の木材利用優良施設表彰式も催され、高知県木材協会が推薦した「宿毛商銀信用組

合新店舗」がみごとに農林水産大臣賞を受賞し表彰されました。 

  日：平成 30 年 11 月 28 日(水)    

    場所：東京新木場 木材会館 7 階ホール 

  参加者：約 100 人 

 

林野庁・国土交通省・文部科学省より国の施策・取り組みについての発表があり、その後で梼原町前町

長の矢野富夫氏による基調講演が行われました。 

 

矢野氏の講演主題 

木とともに生きる梼原人物語 

(木の街づくりを目指して) 

～考え方を変えよう～ 

 

梼原町の取り組みを熱弁され、来場者から感心が寄せら

れていました。 

 

 

 

 

 

木材利用推進全国会議 
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木材利用優良施設は全国から 149 事例の応募があり、その中で 11 点が表彰されるという狭き門です。 

今年度から「内閣総理大臣賞」が設定されたために「農林水産大臣賞」は第 2 位にあたるものですが、

審査員総評の中で上位 2 点については審査員全員の評価が高く、文句なく選出されたということでした。

また、今回の応募は東北地方からの震災復興に関する事例が多く、一番多い県では岩手県からは 14 例が

出展されたということです。 

そんな中で地方の銀行施設に CLT 建築という宿毛商銀の事例は好感度が高く、民間の小さな施設なが

ら地域に密着した独特の持ち味のあるものとして表彰されました。 

 

 

 

農林水産大臣賞 

「宿毛商銀信用組合新店舗(高知県宿毛市)」 

施主：宿毛商銀信用組合 

設計者：(有)艸(そう)建築工房 

施工者：山幸建設 

延べ面積：805 ㎡ 

  

木材利用優良施設表彰式 
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■消費地商談会事業 

県外への邸別出荷の拡大を目指して 3 か所で商談会を開催し、土佐材パートナー企業との意見交

換会にも参加しました。 

 

6/  7 香川商談会  

6/14  京都商談会 

6/15   関西地区土佐材パートナー意見交換会 

6/15   大阪商談会 

7/19   関東地区土佐材パートナー意見交換会 

7/19  東京商談会  

■産地商談会事業 

県外からの訪問客を受け入れ、県内製材所等の見学に案内しました。 

 

4/16～17 鹿児島県の工務店の産地見学会 

6/ 5     茨城県の工務店の産地見学会 

7/1～2  京都府の工務店の産地見学会 

10/10～12 鹿児島県の工務店の産地見学会 

12/11   茨城県の工務店の産地見学会 

 

■展示会事業 

県内外の木材市場で土佐材販売コーナーを設置し、建築材の販売拡大を行っています。 

4/13   石川県   (株)HIKARI 金沢 

4/14    岐阜県 (株)山木商行 

4/24    愛知県 新名木材市売(株) 

5/18   愛知県 (株)ナゴヤ辻文 

5/19～20 愛知県 (株)山西 

6/20   千葉県 東京中央木材市場(株) 

7/11   愛知県 西垣林業(株) 

7/26     高知県 高幡・西部合同市 

7/26   福岡県 扇木材(株) 

9/6～7  岡山県 岡山扇木材(株) 

9/7    石川県 (株)HIKARI 金沢 

10/20～21 愛知県 (株)山西 

11/2   香川県 (株)太洋木材市場 

11/16  茨城県 丸宇木材市売(株) 

 

 

平成 30年 TOSAZAI センターの活動報告 



5 

■イベントへの出展 

   県外で開催されるイベントへ出展し、土佐材の品質の高さをアピールしています。 

8/2～3  兵庫県 パワフル中四国展 

 8/18～19 香川県 かがわ家博 

 8/25～26 東京都 スーパーよさこい 

  10/13～14 東京都 まるごと高知展示販売 

 10/20～21 高知県 もくもくエコランド 

 10/28   大阪府 水都おおさか森林の市 

 10/28   高知県 幡多山もりフェス 

 11/20～22 東京都 ジャパンホームショー 

 

 ■JAS 構造用製材利用促進事業 

JAS 材の普及促進に取り組んでいます。 

下記の日程で JAS 構造材利用拡大事業の説明会を開催しました。 

 

 

７/3  安芸市 安芸市民会館 

７/4  高知市 ちより街テラス  

７/5  四万十市 中村地区建設協同組合会館 

来場者：約７０人(3 日間合計) 

 

■経営セミナーの開催 

木材の活用を研究する著名な講師を招き、木材の利用拡大に取り組む勉強会を開催しました。 

 

「木材・森林のリラックス効果を科学する」 

講師：千葉大学環境健康フィールド科学センター 

    医学博士 宮崎 良文 教授 

10/30  高知市 高知会館 

参加者：約 5０人 

 

 

■高知県内の各市町村への木材利用啓発活動 

一級建築士が県内各市町村を訪問し、庁舎の木質化などを推進する活動をしています。 

 

各事業の詳細は木材協会のホームページに載せていますのでご覧ください。 

「高知県木材協会トップ」→「TOSAZAI センター」バナー→「TOSAZAI センターの活動」 
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平成 30 年度内での TOSAZAI センター(高知県産材外商活動)は以下のように予定しています。 

 

■東京 WOOD コレクション(モクコレ) 

    開催日：平成 31 年 1 月 29 日(火)～30 日(水) 

    場所：東京ビッグサイト 7・8 ホール 

 参加者：(株)土佐龍・ 

(株)井筒屋・ 

(協)ドライウッド土佐会・ 

(社福)小高坂更生センター・ 

クルミ工房・ 

土佐材流通促進協議会・ 

高知県林業活性化推進協議会・ 

高知県木製品工業連合(協) 

                          写真は昨年のモクコレ出展(30/1/30) 

■ビジネスフェア中四国 2019(広島) 

開催日：平成 31 年 2 月 8 日(金)～9 日(土) 

    場所：広島市中小企業会館総合展示場 

参加者：(有)戸田商行・(株)土佐組子・高知県木製品工業連合(協) 

 

■第 9 回優良土佐材見本市 

開催日：平成 31 年 2 月 23 日(土) 

    場所：(協)西部木材センター 

 

主催：土佐材流通促進協議会 

共済： 

(協)高知木材センター・ 

(協)高幡木材センター・ 

(協)西部木材センター 

後援：高知県 

 

県外からも買い方を多数招き、           写真は 3 年前の合同市(28/2/22) 

高知県内 3 木材市場合同の市を開催します。           

 

  開催前日には四万十市の新ロイヤル四万十会場にてセミナーを開催します。 

    講師：森林総合研究所 四国支所 支所長 小林 功 氏「木材乾燥について」 

    詳細は 11 ページをご覧ください。 

平成 30年度TOSAZAI センター今後の活動 
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■建築建材展 2019 

  開催日：平成 31 年 3 月 5 日(火)      

            ～8 日(金) 

  場所：東京ビッグサイト 

東 5 ホール 

参加者：高知県林業活性化推進協議会・ 

      池川木材工業(有)・ 

     四万十町森林組合大正集成工場 

 

右の写真はモクコレ(30 年 1 月)に出展したジラーフユニットと 

木製ルーバー、今回はこれの改良型を作成し展示します。 

 

 

■「土佐の自然素材で家づくり」商談会 in 姫路 

開催日：平成 31 年 3 月 7 日(木) 

場所：姫路市商工会議所 

参加予定者：(協)高知木材センター・              

(協)ドライウッド土佐会・ 

(株)吾川森林・ 

梼原町森林組合・ 

高知プレカット・ 

レイホク木材工業(協)・ 

田中石灰工業(株)・ 

(株)クロスロード 

写真は昨年の山口商談会(30/3/8) 

■第 45 回ナイスふれあいフェア TOSAZAI 展示会 

開催日：平成 31 年 3 月 7 日(木)～8 日(金) 

場所：ナイス岡山市場 

流通拠点：岡山扇木材(株)・ 

     (有)竜野ハウジング 

 

 桧役物・一般材 約 100 ㎥の出品を予定 

         しています。 

                        

                                  

写真は昨年開催(30/3/8) 
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高知県木材協会が発行する高知県木製品カタログ「高知の木の気になる本」第 3 版がこのほど完成

しました。内容は高知県内の木工事業者 31 社を選定し、充実したものになっています。 

 

  

出展各社のホームページへの誘導を考えて QR コードを各頁に貼り

付けています。 

 今後は県外のパートナー企業などへも送付し、地産外商活動の営業ア

イテムとして活用していきます。 

高知県木材協会のホームページにも印刷内容の PDF と価格表をアッ

プしていますのでご覧ください。 

(ホームページに掲載された画質はデータ容量の関係で荒くなってい

ます。) 

 

 

 

 

 

高知県の販売拡大流通拠点として利用させていただい

ています(株)大阪木材相互市場を訪問してきました。毎年

12 月に開催されている土佐材展でしたが、昨年は 9 月の

台風被害により、やむなく中止となりました。 

現在の状況としては、6 割程度復旧はしたものの、屋根の復旧

工事の目処が立たたず、工事を請負う職人も少ないため、工事の

工期もまだ 3 ヶ月以上は掛かるとのことでした。今年の 6 月まで

には修繕を完了する予定で、新年度については例年通り土佐材展

を継続していきたいとのことでした。 

 

 

高知の木の気になる本 

大阪相互木材市場を訪問 
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「モクコレ 2019～84 高知の木になる活動～」 

放送期間：平成 31 年 2 月 4 日(月)～25 日(月) 

放送日時：毎週月曜日 10:15～10:30  Hi-Six Shake×3 内 

東京 WOOD コレクション(モクコレ)2019 に FM 高知が取材に来てくれます。 

高知県出展の各ブースを順に回りその時のインタビューの内容を上記 4 回に渡って放

送していただけます。  

                                   DJ は大西 由梨氏 

下の写真は昨年のモクコレ出展状況 

  

  

今回の出演団体・企業は 

① (株)土佐龍  ② (株)井筒屋 ③社会福祉法人小高坂更生センター ④ クルミ工房 

⑤ (協)ドライウッド土佐会 ⑥ 高知県木製品工業連合(協) ⑦ 高知県林業活性化推進協議会 

⑧ 土佐材流通促進協議会 

 

FM高知オリジナル番組 
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高知県内に多数ある CLT 建築物にまたひとつ新しい

事例が増えることになりました。 

 

建設場所：高知県長岡郡本山町本山 850 

延べ床面積：約 525 ㎡ 

 

  新庁舎の壁、2 階の床、屋根の構造材、1 階玄関ホール

の仕上げ材に CLT パネルを本格活用し、躯体の前面をカ

ーテンウオールのガラス張りとし、外観からも CLT がわかるデザインにしています。 

CLT の部材には、地元嶺北産スギなど高知県産材を使用。来年 2 月末に全体工事が完了予定です。 

   

 

 

 

 CLT 建築現場での構造見学会が開催されました。 

 

建設場所：高知県安芸郡北川村野友甲 717 

主要用途：簡易宿泊施設 

建築面積：475.60 ㎡ 

延べ面積：428.77 ㎡ 

最高の高さ：6.245ｍ 

最高の軒の高さ：3.380ｍ 

 

圧巻は屋根の部分。登り梁に構造用合板 24 ㎜を配置し勾

配低減をしています。準耐火構造（45 分）として燃え代設計

を行っており、燃え代のかかる柱は集成材（燃え代 35 ㎜）、梁は製材(燃え代 45 ㎜)となっています。 

 

 

 

 

 

 

北川村あったかふれあいセンター CLT 構造見学会 

嶺北森林管理署CLT新庁舎 
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高知県木材協会では第 9 回優良土佐材見本市の開催を記念

し、その前日に四万十市において経営セミナーを開催します。 

昨年開催された県外消費地の方々との意見交換会では「土佐

材の乾燥」に対するご意見・ご要望が多数ありました。 

全国的な競争の中ではまだまだ高知県の乾燥材の割合と供給

量は不十分で、現在の大きな課題でもあります。 

今回は木材乾燥技術の分野において研究されている著名な講師をお招きし、その貴重な研究内容を

お話しいただけます。入場無料ですので多数の方の参加をお願いします。 

講演内容：木材乾燥の必要性 

講師：森林総合研究所四国支所  

支所長 小林 功 氏 

日時：平成 31 年 2 月 22 日(金) 17:00～18:00 

場所：新ロイヤルホテル四万十 

 

 

  

 

 

 

平成 30年度経営セミナー(第 2回)のご案内 

写真は平成 28 年に新ロイヤルホテル四万十で開催されたセミナー 
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戦後造成した人工林が本格的な利用期を迎える中、これらの森林資源を循環利用し、林業の成長産業化

を図ることが重要となってきます。このため、「新たなスキーム」の下で意欲と能力のある経営体に森林の

管理経営を集積・集約化することとし、木材を低コストで安定供給するための条件設備、木材産業の競争力

強化、木材利用の拡大のための施設設備や実証など、川上から川下までの取組を総合的に推進することが

必要です。 

政策目標： 

国産材の供給・利用量の増加（2,500 万㎥(平成 27 年)⇒4,000 万㎥(平成 37 年)） 

 

 

 

 

林業成長産業化総合対策 

 お問い合わせ先（一社）高知県木材協会 高知市小倉町 2-8 TEL 088-883-6721  担当 松岡 
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住宅着工情報・製品市況 

資料(1)全国住宅着工戸数                               政府統計資料による 

平成３０年　１１月分着工新設住宅戸数：利用関係別・都道府県別表 （単位：戸、％）

対前年 対前年 対前年 対前年 対前年 対前年 対前年

戸数 同月比 戸数 同月比 戸数 同月比 戸数 同月比 戸数 同月比 戸数 同月比 戸数 同月比

北海道 3,179 -8.0 1,017 -3.8 1,874 -4.4 1 -96.0 287 -30.5 60 -68.6 222 0.0

青森 644 13.0 355 14.9 216 49.0 5 -54.5 68 -35.2 0 -100.0 68 38.8

岩手 902 11.4 458 17.7 384 15.7 2 -50.0 58 -31.8 0 -100.0 58 163.6

宮城 1,966 -5.7 526 -3.8 1,060 -12.7 0 -100.0 380 24.6 74 105.6 286 15.8

秋田 297 -19.3 203 -5.6 46 -61.3 8 300.0 40 25.0 0 0.0 40 25.0

山形 493 8.1 275 5.4 165 9.3 0 -100.0 53 26.2 0 0.0 53 26.2

福島 1,051 -9.7 500 -1.4 372 -15.8 3 -62.5 176 -15.0 0 -100.0 176 19.7

茨城 1,549 -12.9 819 3.7 451 -36.9 8 0.0 271 1.9 0 0.0 271 1.9

栃木 967 -15.8 550 -7.6 236 -34.1 1 -66.7 180 -6.3 0 0.0 180 -6.3

群馬 1,198 6.5 544 6.3 386 -8.5 4 300.0 264 38.9 0 0.0 264 38.9

埼玉 4,506 -18.4 1,289 -6.3 1,787 -11.5 10 900.0 1,420 -33.1 203 -72.2 1,215 -10.9

千葉 4,637 -8.6 1,313 7.2 1,767 -24.4 227 3,142.9 1,330 -11.5 36 -92.6 1,259 24.5

東京 14,964 32.4 1,463 17.2 6,531 11.8 17 -85.3 6,953 69.9 5,203 127.6 1,714 -4.6

神奈川 5,801 -18.0 1,133 -13.1 2,426 -23.6 0 -100.0 2,242 -13.4 896 0.4 1,276 -18.4

新潟 809 -16.8 452 -16.8 288 -17.0 13 550.0 56 -30.0 0 0.0 52 -35.0

富山 605 -29.2 303 -3.5 238 -50.7 1 -80.0 63 18.9 0 0.0 61 15.1

石川 660 -10.3 373 22.7 206 -28.7 1     -   80 -44.1 0 -100.0 80 27.0

福井 474 8.5 263 55.6 169 -25.9 9 350.0 33 -13.2 0 0.0 33 -13.2

山梨 312 -39.7 172 -25.9 56 -70.2 0 -100.0 84 -12.5 53 -5.4 31 -22.5

長野 1,020 -8.8 637 14.8 276 -25.6 4 33.3 103 -45.8 0 -100.0 103 -12.0

岐阜 1,040 -14.3 505 -7.0 306 -24.3 2 -33.3 227 -14.0 34 -67.9 193 22.2

静岡 1,950 7.1 961 3.7 634 19.2 5 25.0 350 -2.0 74 -24.5 276 6.6

愛知 5,873 -9.5 1,850 -1.3 2,289 -10.2 4 -80.0 1,730 -15.6 609 -27.8 1,119 -7.1

三重 842 -6.4 525 23.5 228 -31.5 2 -75.0 87 -35.1 0 -100.0 87 -11.2

滋賀 691 4.5 378 0.8 178 -8.7 41 4,000.0 94 4.4 0 0.0 94 13.3

京都 1,089 -6.8 380 -0.8 494 31.7 3     -   212 -48.4 35 -78.5 177 -25.6

大阪 6,729 9.9 1,086 10.5 3,455 11.4 80 3,900.0 2,108 3.5 1,198 10.1 895 -5.6

兵庫 2,822 2.0 875 -0.7 845 -29.2 12 -70.0 1,090 67.4 570 348.8 520 -0.8

奈良 479 -22.2 262 2.3 99 -26.7 0 -100.0 118 -47.1 0 -100.0 118 -5.6

和歌山 519 21.0 274 22.9 192 18.5 4     -   49 11.4 0 0.0 49 11.4

鳥取 234 -7.1 145 -8.2 49 -40.2 29 2,800.0 11 0.0 0 0.0 11 0.0

島根 310 -6.3 137 3.8 163 -13.3 0 -100.0 10 0.0 0 0.0 10 0.0

岡山 1,105 -4.0 480 19.7 481 -19.3 0 -100.0 144 -5.9 63 6.8 81 -10.0

広島 1,649 -14.3 554 5.5 731 -24.0 11 -80.0 353 -7.6 48 -54.7 305 10.5

山口 912 78.1 337 27.2 413 98.6 3     -   159 307.7 54     -   105 169.2

徳島 385 1.0 186 1.6 170 -6.6 0 0.0 29 81.3 0 0.0 29 81.3

香川 780 33.8 234 -2.9 354 32.6 0 0.0 192 156.0 155 342.9 37 -7.5

愛媛 672 1.7 317 1.3 281 3.7 8 700.0 66 -13.2 0 -100.0 66 73.7

高知 283 4.4 121 -25.3 73 -17.0 6     -   83 295.2 56     -   27 28.6

福岡 3,932 0.3 952 10.1 1,805 -14.6 9 -55.0 1,166 26.3 730 47.5 436 1.9

佐賀 512 17.2 199 -8.7 261 57.2 2 0.0 50 -2.0 0 0.0 50 -2.0

長崎 510 -27.9 239 -11.2 169 -37.2 3     -   99 -41.4 70 -53.6 29 61.1

熊本 1,828 46.6 731 10.6 906 155.2 1 -90.0 190 -14.0 48 -64.7 142 67.1

大分 542 -20.4 249 -9.5 202 -30.3 1 -66.7 90 -20.4 34 -51.4 56 30.2

宮崎 500 -0.8 272 -6.5 175 21.5 12 500.0 41 -38.8 0 0.0 41 -38.8

鹿児島 852 10.6 415 14.3 290 22.9 5 -54.5 142 -11.3 55 -34.5 87 14.5

沖縄 1,139 -29.7 218 -16.2 725 -25.3 7     -   189 -51.5 102 -69.1 79 41.1

合　計 84,213 -0.6 25,527 2.5 34,902 -6.9 564 37.9 23,220 6.1 10,460 15.6 12,561 -0.2

北海道 3,179 -8.0 1,017 -3.8 1,874 -4.4 1 -96.0 287 -30.5 60 -68.6 222 0.0

東北 5,353 -1.8 2,317 4.0 2,243 -6.7 18 -60.9 775 -0.1 74 -62.2 681 26.3

関東 34,954 0.9 7,920 1.1 13,916 -9.8 271 90.8 12,847 14.3 6,391 41.4 6,313 -3.5

北陸 2,548 -15.1 1,391 4.6 901 -33.1 24 166.7 232 -26.1 0 -100.0 226 -3.4

中部 9,705 -6.9 3,841 1.9 3,457 -9.5 13 -62.9 2,394 -14.7 717 -33.9 1,675 -2.6

近畿 12,329 4.8 3,255 5.0 5,263 1.9 140 211.1 3,671 6.3 1,803 22.2 1,853 -5.6

中国 4,210 1.0 1,653 11.6 1,837 -9.8 43 -25.9 677 13.8 165 0.0 512 20.2

四国 2,120 11.8 858 -4.6 878 8.7 14 1,300.0 370 96.8 211 189.0 159 38.3

九州 8,676 4.9 3,057 3.9 3,808 6.5 33 -31.3 1,778 4.3 937 0.1 841 9.5

沖縄 1,139 -29.7 218 -16.2 725 -25.3 7     -   189 -51.5 102 -69.1 79 41.1

首都圏 29,908 3.3 5,198 0.9 12,511 -6.5 254 101.6 11,945 15.9 6,338 44.3 5,464 -4.7

中部圏 9,705 -6.9 3,841 1.9 3,457 -9.5 13 -62.9 2,394 -14.7 717 -33.9 1,675 -2.6

近畿圏 12,329 4.8 3,255 5.0 5,263 1.9 140 211.1 3,671 6.3 1,803 22.2 1,853 -5.6

その他地域 32,271 -3.8 13,233 2.7 13,671 -9.8 157 -22.7 5,210 -2.0 1,602 -23.7 3,569 12.8

うち一戸建総数 持家 貸家 給与 分譲 うちマンション
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資料(2) 全国月別住宅着工数(平成 26 年 12 月～平成 30 年 11 月) 

    

平成 30 年度 11 月の全国月別住着工数は 84,213 (戸)と前年度同月の 84,703 (戸)と比較すると 0.6%の減少と

なった。持ち家は 25,527 (戸)と 2.5%の増加。貸家は 34,902 (戸)と 6.9%の減少、分譲では 23,220 (戸)と

6.1%の増加となった。 

 

資料(3) 四国の月別住宅着工数(平成 26 年 12 月～平成 30 年 11 月) 

   

平成 30 年度 11 月の四国の月別住着工数は 2,120 (戸)と前年度同月の 1,896 (戸)と比較すると 11.8%の増加と

なった。持ち家は 858 (戸)と 4.6%の減少、貸家は 878 (戸)と 8.7%の増加、分譲では 370 (戸)と 96.8%の増加

となった。 
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資料(4) 高知県の月別住宅着工数(平成 26 年 12 月～平成 30 年 11 月)  

 

 

平成 30 年 11 月の高知県住宅着工数は 283(戸)と前年度と比較して 4.4%の増加。持家は 121(戸)の-25.3%。

貸家は 73(戸)の-17.0%。分譲は 83(戸)の-295.2%でそのうち、分譲一戸建ては 27(戸)の＋28.6%となった。 
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トピックス 
木材建材ウイクリーより 

木材、建材は堅調な荷動き見込む 

木材・建材業界が 2019 年に好材料として考えているものに、消費税増税前の駆け込み需要とその後の

対応として打ち出された各種施策、また 2020 年の東京五輪や 2025 年に開催が決まった大阪万博による

経費底上げ効果などがあるようだ。過去の消費増税では実施後に 2 年程度の景気低迷を経験しているが、

今回は引き上げ比率が低いこともあり、悪影響は和らぐという見方は多い。一方で弱気材料となるのは、

米中貿易摩擦の泥沼化を含めた世界経済の停滞、国内では人手不足とそれに伴う輸送や施工分野でのコス

ト上昇などだ。米中間の報復関税は昨年末に 90 日間の交渉期間が設定され、当面は落ち着いた状況にあ

る。だが、この問題は既に関税にとどまらず政治問題に発展しているという声も多く、輸入は為替などが

どう転んでいくのか見通すことは難しい。人材問題では大手企業でデスクワークの効率化実現へ向けた

RPA（ロボティック・プロセス・オートメーション）の活用を挙げる企業が多く、今後の経営課題として

注目されることになりそうだ。 

 

年後半も持ちこたえるか 

木材・建材の荷・値動きは、消費増税があっても、堅調な

推移を見込む声が多い。年前半は消費増税前の駆け込み需要

が見込む声が多い。年前半は消費税増税前の駆け込み需要が

見込まれるなか、米加材や欧州材、また、南洋材合板など輸

入資材の供給が大幅に増えることは考えづらい。この代替で

国産材への引き合いも続き、18 年後半と同様に需要は引き締

まっているが、各種コスト高要因で利益確保が難しい状況が続きそうだ。見方が別れるのは年後半で、消

費税増税後の住宅に対する消費者心理がどう流れていくかが読めないうえ、労働力不足で建設コスト高止

まりが続くなか需要の山を越えることから、商材に対する値下げ圧力が強まるという見方もある。 

 

都市開発継続も地方は厳しさ 

東京五輪の実需は 8 月までとされているが、東京など都市部ではむしろ五輪で止まっていた都市開発案

件が動き出す見込みだ。大阪万博の開催も決まり、今年はこういった案件の受注獲得が本格化していくだ

ろう。18 年時点で土木・仮設用途の木材（バタ角、板など）が首都圏で品不足になる状況が見られたが、

今後も同分野の木材、合板や石膏ボードなどの基礎資材への引き合いへ堅調に推移する見込みだ。ただ、

これは都市部での需要に限られる。地方では住宅需要が停滞すれば厳しい状況に入っていくことが考えら

れ、住宅以外の新規需要開拓に本気で取り組んでいく必要がありそうだ。地震や豪雨、台風などの襲来は

今後も継続することが予想されている。18 年は関西などで木材・建材業界の有力企業が被災し、商品出荷

が現在まで正常化していない部分もあることから、今年は事業継続に向けた対応策の構築も大きな課題に

なりそうだ。自然災害があれば、復旧、復興などで人出不足も慢性的になるのは間違えない。省施工、省

人化の商品や設備などの開発がますます求められることになるだろう。 
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木材協会予定(2 月～3 月) 

2月  1日(金) 木育推進セミナー(こうち男女共同参画センター・ソーレ) 

  2日(土)～3日(日) こうち環境博 2019(こうち男女共同参画センター・ソーレ) 

  8日(金)～9日(土) ビジネスフェア中四国 2019(広島県) 

   15日(金)～16日(土) 高知県木材普及推進協会視察研修ツアー(徳島県) 

  22日(金) 経営セミナー(四万十市・新ロイヤルホテル四万十) 

    23日(土) 第 9回優良土佐材見本市(宿毛市・(協)西部木材センター) 

3月 5日(火)～8日(金) 建築・建材展 2019(東京ビッグサイト) 

    7日(木)～8日(金) 岡山扇木材・竜野ハウジング土佐材展示会(ナイス岡山市場) 

    7日(木) 「土佐の自然素材で家づくり」姫路商談会(兵庫県) 

  19日(火) 全木連・全木協連合同正副会長・支部長会議(東京) 

   20日(水) 全木連・全木協事務局長会議(東京) 
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